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研究要旨 

【背景】 

 厚生労働省研究班で作成した感染対策ガイドライン（一般生活者向け・保育施設勤務

者向け・老人保健施設勤務者向け）を肝炎医療コーディネーターに役立つものにするこ

とが本研究班にとって大切である。 

【方法】 

 肝炎医療コーディネーターが対応に苦慮する可能性のある感染対策について質問紙

を用いたアンケート調査を行い、それに基づいて e-learning の実施の可能性を検討し

た。 

【結果】 

 前年度行ったアンケートでは、患者さんから寄せられた質問としては感染性によるも

の、肝炎医療コーディネーターから“尋ねられると困る質問”としてあげられたものと

して、差別・偏見と感染性に関するものが多かった。 

 これを受け、e-learningの紹介を行い、班員からの感想を尋ねた。1) e-learningは

自施設の啓発活動に役立つと思うか、2) e-learningは他施設の啓発活動に役立つと思

うか、3) e-learningを啓発活動に使ってみたいかの３点について尋ねた。回答を寄せ

た 23 名のすべてが 1) 2)に関しては役立つとの回答であった。3)に関しても 2 施設以

外が使用を希望するとの結果であった。 

【結論】 

 今後 e-learning を用いた肝炎医療コーディネーターの育成を進めることが望まれる。 

 

Ａ．研究目的 

  本分担研究者（四柳）は江口主任研究者の

協力のもと、 “集団生活の場における肝炎ウ

イルス感染予防ガイドラインの作成のため

の研究班”で作成したガイドラインを用いた

e-learning教材を作成した。このうち一般生

活者を対象としたものは肝炎医療コーディ

ネーターの基礎知識の涵養のため、保育関係

者・老人施設関係者に対するものはそれぞれ

の施設に対し肝炎医療コーディネーターが
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指導を行う上で役立つものと思われる。今回

この資材を紹介して班員の感想を集計し、今

後の肝炎医療コーディネーター育成の一助

となるかどうか評価した。 

 

Ｂ．研究方法 

 すでに作成してあった e-learning 教材を

班会議の場所で紹介し、班員に対し（図１）

のアンケートを実施した。なお、教材は（図

２）に示したものを用いた。 

 

（図１）班員へのアンケート 

 

 

 

（図２）用いた e-learning 
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 アンケートは参加した班員にその場でア

ンケート用紙を配布して行った。 

 

Ｃ．研究結果 

 アンケートの結果は以下の通りである。 

 

1) この e-learningは皆様のご施設での職員

の啓発に役立つと思いますか。 
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（5; 強く思う 4: そう思う 3; どちらと

も言えない 2; あまり思わない 1; 全く

思わない） 

5) 12名：4) 11名 

 

2) この e-learningは他施設の肝炎コーディ

ネーターの啓発に役立つと思いますか。 

（5; 強く思う 4: そう思う 3; どちらと

も言えない 2; あまり思わない 1; 全く

思わない） 

5) 11名：4) 12名 

 

3) この e-learningをお使い頂くことに関す

るご意見をお聞かせください。 

（5; 使ってみたい 4: 使うことを検討し

たい 3; どちらとも言えない 2; 現在の

ままでは使いたくない 1; 使うつもりはな

い） 

5) 13名：4) 8名 3) 2名 

 

Ｄ．考察 

 “肝炎ウイルス検査受検から受診、受療に

至る肝炎対策の効果検証と拡充に関する研

究”班では感染経路に関する資材が必要であ

ることを前年の研究で示した。主任研究者か

らはその冊子をはじめ資材がいくつか提供

された。 

 動画・音声を用いた資材はコーディネータ

ーにとって理解しやすいものであると思わ

れる。本資材は厚生労働省とも相談しながら

一般の方、医療従事者、保育施設勤務者、老

人施設勤務者など幅広い方に使って頂くこ

とを意図したものである。 

 本資材は経口感染に対する教育内容など

に改善の余地があり、次年度には改訂の予定

である。いずれ公開した折にはコーディネー

ターの資材としても活用したいと考えてい

る。 

  

Ｅ．結論 

 コーディネーターが患者および家族を指

導するために、感染性を中心にまとめたわか

りやすい資材として e-learning は有用であ

ると思われる。 

 

F．健康危険情報 

 なし 
 

G．研究発表 

 特になし 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

１．特許取得 

 該当なし 

２．実用新案登録 

 該当なし 

３．その他 

 該当なし
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